
事業名

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度要求

予算額（補正後） 117 105 104 105

執行額 93 86 92

執行率 79% 82% 88%

（論点）
　平成19年度の事業開始以降、枠組みの変更なく事業が実施されており、施設職員の高
齢者虐待事件が頻発するような状況において、現行の取組が効果を挙げているか検証
し、ニーズを踏まえた事業に見直しを行うなど、重点化・効率化を図るべきではないか。

①介護施設・事業所等従事者の権利擁護推進事業
　介護施設・事業所等において、高齢者虐待防止の取組みを推進する指導的立場にある
者及び介護保険施設に勤務する看護師に対する研修等を実施。
（参考）東京都の研修カリキュラム

②権利擁護相談支援事業
　各都道府県内において、高齢者虐待を中心とした権利擁護に関連する専門的相談・支
援体制の構築を図るため、専門相談員（弁護士や社会福祉士）を配置した相談窓口を設
置するとともに、専門相談員による相談・支援事例の紹介・普及等を行う。
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